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　‘‘8月”8日には秋が立つ，起源は別とて，黄緯は立夏と既に等しい．然し
事實は暦の一（tだけの事であって，此の月一杯は暑苦しい・海水浴，登山，野
球と話題を追ふのも悪いとは云はぬが，古る様な炎熱の下に，我等の糧を育
てて異れる農民や，むせる熱氣と騒音の中に働く工揚特務者等個々の値は別
として，数のva／ueの前に，一一一滴の汗は贅澤だらうと考へられる．
　天候，シ1イング　大陸だと，それでも月一には秋風も立つが，海に早まれ
た内地は未だ未だである．そろそろ臆風氏の來訪を注意せねばならない季節
に入るが，迷走でない限り，未だ内地へ上陸する事は砂ない．李均して北支
方両の氣厭がそろそろ上昇する頃に，内地へ慕進ずる機禽が多くなるが，先
づ9月に入ってからだ．1氣厘配置は7月來に準じて居り，天候もほΨ似通った
揚合が通例である．都合よく君くと，内地全膿李均して1年中で最もよぐ晴
れる揚合もあるが，狂ふ時もある．シ1イングも，7月末と同様だと心得て
居れ・ぱよい．
　太陽　晴れが旧くと1ケ月25日以上の槻測が出來る．朝方に狙へば氣持よく
覗測出來る筈である．
　遊星面火星は；呵々小さく12！！6一］．O．’ノ3まで硯直樫が減少する．今シ1ズ
ンび）槻弓も8月で終る．’垂つと北斗球を主として向けて居た火星も，8月に入
ると次第圏．具緯度が減少して，春の深くなって行く南皐球を10ケ年振りtこ
見せる様になる．此の邊が肌ひ所だらう．木星は愈々1巨光を東天に放って，
4個の從者の光も又可愛V・．衛星については屡々書かれてあるが，IOcm200×
で圓盤像が辛じて見える．15cmになると普通の目でも250×使用すれば見え
る．但し1個1個見て居ては本業に見えてみるのかどうか解らなV・から，各
個の大きさを比較して見ると，第3衛が大きい事によって氣付き易いのであ
る．バiナ】ド等の見た衛星面一ヒの模様は，淺念乍らも30Cm級でも見た事
がない・土星や金星は曉天のものだが，スガスガしい夏の朝の室氣を呼吸す
る意味でも，見甲斐はあらう．
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　恒星界　闇に包まれると共に，夏の代表が，天の川と共に北から南へ列な
って居る．前期に攣光星の．巣窟だと云ったが，今假りにベルリン，バベルス
バ1グ天文憂版の1937年度Schnellerカタログに依って，総記歌曲6968個を
ば，星座別に見ると，射手534，蛇遣ぴ461，白鳥391，さそり386，センタウ
ルス381，鷲352がBest　si．Kである．皆夏の銀河に浸って居る．小さな星座で
も，琴174，南冠141，小梅94等と相當な：敷を示して居るが，反魂に冬の銀河
ではオリオン185，団旗90，一角獣92，双子87と鹸程砂ない・夫れが銀河に
遠い星座と來ると，大熊38，獅子35，鯨23等腐い星座でも，此の程度である．
勿論未三見のものはいくらでもあろうし，星座と云ふ意味の乏しい逓劃を標
準にして居る不備はあるが，旧事的な槻念を産み出すのに好例だろう．口絡
の銀河蔦眞はTessaゼ4．5で100分の露出で得たものである．原板からでは淡
くて仕方が無いが，プロセス乾板でCopyを2度通すと相當美しくなる．書
面の廣角が狙ひ所だつた．原板にはIso－panを1’ilter無しで使用したが，や
はり赤い星が小さくなる事は免れ．ない．共上結局スピードは普通乾板よりも
汎色性を附する操作の爲に落ちるそうであるから，決して得策でないらしい．
　奨他の天引封衛に來る明るい小遊星では第一番Ceresある．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロロ　判衝は21　i，iであるが，あまり近くはない．光度は7．8である．位置は
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覗直：径は約1秒角であるから
木星の衛星より小さい．丁度
判衛の頃には，南魚座の北部
に居る．可なり黄道から離オし
てJF｝る・小望遠で根氣よく狙
ふのも面白かろら．
共他（172）Baucis　9．6が8月18日に針封となる・赤塗21h40m赤緯は一160
　8月中旬のペルセウス流星は消長が少ないから，今年も例年通り見られる
だろう．又7等級の1937f彗星が7月上旬に恒見された．未だ充分解って居な
いが，逃げ足は鈍い方だから8月の方が位置は見易くなる．
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